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ホ
ン
ナ
シ
に
お
け
る
芽
の
休
眠
特
性
の
品
種
間
差
異
並
び
に
‘
一¥
世
紀
’
の
C
h
i
l
l
　
u
n
i
t
モ
デ
ル
の
作
成
田
村
文
男
・
田
辺
賢
二
・
板
井
章
浩
緒
言
　
近
年
，
芽
の
休
眠
打
破
に
必
要
な
低
温
が
不
足
し
が
ち
な
中
緯
度
地
域
に
お
い
て
も
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
は
広
ま
り
っ
っ
あ
る
。
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
加
温
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
低
温
要
求
量
に
関
す
る
研
究
は
‘
幸
水
’
（
浅
野
・
奥
野
，
1
9
9
0
；
杉
浦
，
1
9
9
7
）
と
‘
二
十
世
紀
’
（
高
馬
，
1
9
5
3
；
田
村
ら
，
1
9
9
2
）
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
従
来
低
温
要
求
量
の
評
価
は
7
．
2
℃
以
下
の
気
温
に
遭
遇
し
た
積
算
時
間
を
も
っ
て
評
価
さ
れ
て
き
た
が
，
こ
の
方
法
を
用
い
た
場
合
，
同
一
品
種
で
あ
っ
て
も
栽
培
年
や
栽
培
地
に
よ
っ
て
休
眠
打
破
時
期
の
低
温
積
算
時
間
が
大
き
く
異
な
る
た
め
休
眠
打
破
を
予
測
す
る
に
は
向
か
な
い
こ
と
（
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
，
1
9
7
4
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
実
際
に
は
休
眠
打
破
に
効
果
の
あ
る
1
0
℃
程
度
の
温
度
を
無
視
し
て
い
る
，
あ
る
い
は
一
概
に
7
．
2
℃
以
下
の
気
温
と
い
っ
て
も
休
眠
打
破
に
対
す
る
効
果
は
一
様
で
は
な
い
こ
と
に
あ
る
。
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
（
1
9
7
4
）
は
こ
の
点
を
改
善
し
，
～
定
の
低
温
域
に
重
み
づ
け
を
し
そ
の
係
数
を
遭
遇
し
た
時
間
に
乗
じ
積
算
す
る
C
h
i
l
l
　
u
n
i
t
モ
デ
ル
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
，
従
来
ま
で
の
7
．
2
℃
以
下
の
積
算
時
間
に
較
べ
高
い
精
度
で
休
眠
打
破
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
様
々
な
樹
種
を
用
い
た
研
究
（
S
h
a
l
t
o
u
t
a
n
d
　
U
n
r
a
t
h
，
1
9
8
3
；
浅
野
・
奥
野
，
1
9
9
0
）
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。
浅
野
・
奥
野
（
1
9
9
0
）
は
‘
幸
水
’
の
C
h
i
l
l
u
n
i
t
モ
デ
ル
を
す
で
に
示
し
て
い
る
が
，
ナ
シ
属
植
物
に
お
い
て
も
休
眠
打
破
に
必
要
な
低
温
要
求
量
は
種
（
W
e
s
t
w
o
o
d
・
C
h
e
s
t
n
u
t
，
1
9
6
4
）
あ
る
い
は
品
種
（
田
村
ら
，
1
9
9
5
）
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
，
こ
の
モ
デ
ル
を
他
の
品
種
に
直
ち
に
当
て
は
め
実
際
に
栽
培
に
用
い
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
　
本
研
究
で
は
ま
ず
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
主
要
品
種
の
休
眠
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
，
低
温
の
不
足
す
る
地
域
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
品
種
選
択
に
っ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
報
告
の
な
い
，
‘
二
十
世
紀
’
の
C
h
輌
l
l
　
u
n
輌
t
モ
デ
ル
を
5
年
間
に
お
よ
ぶ
気
象
観
測
と
萌
芽
率
調
査
の
デ
ー
タ
を
元
に
作
成
し
，
有
用
性
を
検
討
し
た
。
な
お
本
研
究
を
行
う
に
当
た
り
佐
治
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
の
方
々
に
は
多
大
な
ご
援
助
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
一
2
5
一
第
1
章
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
に
お
け
る
芽
の
休
眠
の
様
相
　
ニ
ホ
ン
ナ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
落
葉
果
樹
は
樹
種
あ
る
い
は
品
種
に
よ
っ
て
固
有
の
低
温
要
求
量
を
持
ち
，
そ
れ
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
芽
の
自
発
休
眠
が
打
破
さ
れ
る
（
W
e
s
七
w
o
o
d
，
1
9
7
8
；
S
a
u
r
e
，
1
9
8
5
）
。
も
し
低
温
要
求
量
が
満
た
さ
れ
な
い
状
態
で
生
長
期
を
迎
え
る
，
あ
る
い
は
加
温
栽
培
し
た
場
合
に
は
発
芽
が
き
び
し
く
遅
延
し
た
り
生
長
途
中
の
新
梢
や
花
器
が
枯
死
す
る
な
ど
の
現
象
が
み
ら
れ
る
（
C
h
a
n
d
l
e
r
ら
，
1
9
3
7
）
。
従
っ
て
低
温
遭
遇
量
が
不
足
す
る
地
域
で
の
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
を
よ
り
有
利
に
行
う
に
は
低
温
要
求
量
の
低
い
品
種
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
し
か
し
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
休
眠
の
様
相
を
調
査
し
た
事
例
は
‘
二
十
世
紀
’
（
高
馬
，
1
9
5
3
）
，
‘
幸
水
’
（
浅
野
・
奥
野
，
1
9
9
0
）
な
ど
主
要
な
品
種
に
限
ら
れ
て
お
り
，
し
か
も
直
接
多
く
の
品
種
を
比
較
し
た
研
究
例
は
み
ら
れ
な
い
。
　
本
節
で
は
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
休
眠
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
，
冬
季
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
切
り
枝
を
加
温
し
芽
の
生
長
を
比
較
し
た
。
材
料
お
よ
び
方
法
　
鳥
取
大
学
農
学
部
に
植
栽
・
保
存
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
‘
二
十
世
紀
’
，
‘
太
白
’
，
‘
菊
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’
，
‘
新
水
’
，
‘
早
生
幸
蔵
’
，
‘
幸
水
’
，
‘
豊
水
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
を
供
試
し
た
。
1
1
月
中
旬
か
ら
2
月
上
旬
に
か
け
て
葉
芽
の
多
く
着
生
し
て
い
る
発
育
枝
を
経
時
的
に
採
取
し
，
頂
部
3
節
を
切
り
と
っ
た
後
，
そ
れ
以
下
の
葉
芽
の
着
生
し
て
い
る
部
分
を
5
節
ず
っ
に
切
り
分
け
た
。
直
ち
に
水
挿
し
し
，
2
3
°
±
0
．
5
℃
，
相
）
禄
湿
度
7
5
％
，
1
6
時
間
日
長
，
枝
の
直
上
の
水
平
照
度
1
0
5
0
1
x
に
設
定
し
た
定
温
室
に
入
れ
腐
敗
防
止
の
た
め
3
％
8
－
H
y
d
o
r
o
x
y
－
Q
i
n
o
l
輌
n
e
溶
液
を
用
い
て
水
挿
し
し
た
。
調
査
中
，
発
育
枝
基
部
が
黒
変
し
た
も
の
に
っ
い
て
は
，
正
常
な
部
分
ま
で
切
り
も
ど
し
た
。
葉
芽
の
発
育
状
態
を
7
日
お
き
に
観
察
し
，
芽
の
生
育
程
度
を
7
段
階
に
分
け
て
記
録
し
た
。
一
方
，
圃
場
に
設
置
し
た
百
葉
箱
中
に
自
記
温
度
記
録
計
を
置
き
気
温
を
測
定
し
浅
野
・
奥
野
（
1
9
9
0
）
の
方
法
に
従
っ
て
採
取
日
の
C
h
i
l
l
　
u
n
輌
t
（
以
下
C
U
）
を
求
め
た
。
結
果
　
加
温
2
1
日
後
の
萌
芽
率
の
変
化
を
第
1
区
1
に
示
し
た
。
‘
新
水
’
と
‘
新
雪
は
1
1
月
中
旬
に
す
で
に
萌
芽
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
他
の
供
試
品
種
は
1
1
月
中
旬
か
ら
萌
芽
率
が
低
下
し
，
い
ず
れ
も
1
2
月
上
旬
に
は
ほ
ぼ
0
％
に
な
っ
た
。
そ
の
後
‘
豊
水
’
が
最
も
早
く
萌
芽
率
が
上
昇
し
，
‘
新
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
は
最
も
萌
芽
率
の
上
昇
が
遅
か
っ
た
。
‘
豊
水
’
は
1
月
7
日
（
1
0
9
0
C
U
）
に
，
‘
幸
水
’
お
よ
び
‘
早
生
幸
蔵
’
は
や
や
遅
れ
て
1
月
1
2
日
（
1
2
1
0
C
U
）
に
8
0
％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し
た
。
一
方
，
‘
二
十
世
紀
’
と
‘
太
白
’
は
1
月
2
2
日
（
1
4
2
0
C
U
）
に
，
‘
菊
水
’
は
1
月
2
7
日
（
1
5
0
0
C
U
）
に
そ
れ
ぞ
れ
8
0
％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し
た
。
‘
新
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
の
萌
芽
率
が
8
0
％
程
度
と
な
っ
た
の
は
最
も
遅
く
2
月
4
日
（
1
6
1
0
C
U
）
で
あ
っ
た
。
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図
　
ニ
ホ
ン
ナ
シ
9
品
種
の
葉
芽
の
萌
芽
率
の
季
節
的
変
化
　
　
　
　
z
2
3
℃
で
加
温
し
，
2
田
後
に
調
査
し
た
一
2
7
一
第
2
章
　
　
‘
二
十
世
紀
’
お
よ
び
‘
豊
水
’
に
お
け
る
芽
の
　
　
　
　
　
　
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
　
低
温
要
求
量
を
評
価
す
る
た
め
古
く
は
7
．
2
℃
以
下
（
C
h
a
n
d
玉
e
r
ら
，
1
9
3
7
；
高
馬
，
1
9
5
3
）
の
気
温
の
遭
遇
時
間
を
積
算
す
る
手
法
が
採
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
，
一
概
に
低
温
と
い
っ
て
も
温
度
に
よ
っ
て
休
眠
打
破
に
対
す
る
効
果
は
異
な
り
，
多
く
の
樹
種
で
5
℃
程
度
が
最
も
有
効
で
あ
り
，
ま
た
2
0
℃
以
上
の
気
温
は
低
温
積
算
を
消
去
す
る
場
合
も
あ
る
（
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
ら
，
1
9
7
4
；
W
e
s
t
w
o
o
d
，
1
9
7
8
；
S
h
a
l
t
o
u
t
・
U
n
r
a
t
h
，
1
9
8
3
；
S
a
u
r
e
，
1
9
8
5
）
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
基
に
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
ら
（
1
9
7
4
）
は
あ
る
温
度
域
の
休
眠
打
破
に
対
す
る
効
果
を
評
価
し
，
そ
れ
ぞ
れ
に
1
～
－
1
の
係
数
を
与
え
，
そ
の
温
度
域
の
遭
遇
時
間
に
乗
じ
て
積
算
す
る
C
h
i
l
l
u
n
i
t
（
以
下
C
U
）
モ
デ
ル
を
提
唱
し
た
。
以
来
多
く
の
樹
種
で
同
様
の
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
に
適
用
（
浅
野
・
奥
野
，
1
9
9
0
）
す
る
よ
う
改
良
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
浅
野
・
奥
野
（
1
9
9
0
）
は
‘
幸
水
’
の
C
U
モ
デ
ル
を
す
で
に
示
し
て
い
る
が
，
前
章
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
低
温
要
求
は
品
種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
さ
ら
に
休
眠
打
破
に
必
要
な
温
度
域
も
種
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
，
我
が
国
の
主
要
品
種
の
一
っ
で
あ
る
‘
二
十
世
紀
’
の
C
U
モ
デ
ル
を
示
し
た
研
究
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
自
発
休
眠
期
間
中
温
度
係
数
が
一
定
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
作
成
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
C
｛
J
モ
デ
ル
に
否
定
的
な
意
見
も
あ
る
（
S
a
u
r
e
，
1
9
8
5
）
。
従
っ
て
品
種
毎
に
有
効
な
温
度
域
を
調
査
し
，
そ
の
上
で
品
種
の
低
温
要
求
量
を
評
価
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
　
本
章
で
は
主
要
な
晶
種
の
中
で
休
眠
打
破
時
期
が
最
も
早
い
と
み
な
さ
れ
た
‘
豊
水
’
と
そ
れ
よ
り
明
ら
か
に
遅
か
っ
た
‘
二
十
世
紀
’
の
枝
を
様
々
な
温
度
条
件
に
一
定
時
間
置
い
た
後
加
温
し
，
芽
の
生
長
を
調
査
す
る
こ
と
で
，
そ
れ
ぞ
れ
の
休
眠
打
破
に
有
効
な
低
温
域
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
材
料
お
よ
び
方
法
　
鳥
取
県
東
伯
郡
赤
碕
町
の
ほ
ぼ
平
坦
な
圃
場
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
　
‘
二
十
世
紀
’
並
び
に
鳥
取
大
学
農
学
部
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
‘
豊
水
’
を
供
試
し
た
。
1
9
9
1
年
1
1
月
8
日
か
ら
1
0
日
に
か
け
て
両
品
種
の
1
年
生
枝
を
採
取
し
た
。
残
っ
て
い
る
葉
を
葉
柄
基
部
か
ら
切
断
し
た
後
，
0
，
5
，
1
0
，
1
5
，
2
0
℃
の
恒
温
器
に
搬
入
し
水
挿
し
し
た
。
な
お
水
挿
し
用
の
水
に
は
腐
敗
防
止
の
た
め
，
3
％
8
－
H
y
d
o
r
o
x
y
－
Q
i
n
o
l
i
n
e
を
加
え
た
。
そ
れ
ら
の
枝
を
搬
入
後
経
時
的
に
取
り
出
し
5
節
に
切
り
そ
ろ
え
た
後
前
章
と
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
葉
芽
の
萌
芽
率
を
調
査
し
た
。
結
果
‘
二
十
世
紀
’
の
加
温
2
1
日
後
の
萌
芽
率
を
第
1
表
に
示
し
た
。
8
0
0
時
間
後
ま
で
は
，
各
温
度
区
と
も
萌
芽
率
は
3
0
％
以
下
で
あ
り
，
各
温
度
区
間
に
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
2
0
℃
区
で
は
そ
れ
以
降
も
萌
芽
率
の
上
昇
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
そ
れ
以
下
の
温
度
区
で
は
萌
芽
率
が
次
第
に
上
昇
し
た
。
1
0
℃
区
お
よ
び
1
5
℃
は
そ
れ
ぞ
れ
1
2
0
0
時
間
並
び
に
1
4
0
0
時
間
後
ま
で
緩
や
か
に
萌
芽
率
が
上
昇
し
た
が
，
実
験
終
了
時
の
萌
芽
率
は
4
4
％
並
び
に
3
0
％
と
低
い
値
で
あ
っ
た
。
一
方
，
0
℃
区
と
5
℃
区
で
は
萌
芽
率
は
1
2
0
0
時
問
後
ま
で
は
同
様
に
上
昇
し
た
も
の
の
，
0
℃
区
で
は
1
4
0
0
時
間
以
後
萌
芽
率
は
7
0
％
前
後
で
あ
っ
た
の
に
対
し
，
5
℃
区
で
は
1
2
0
0
時
間
後
か
ら
1
4
0
0
時
間
後
に
か
け
て
急
激
に
萌
芽
率
が
高
ま
り
9
0
％
に
達
し
た
。
　
次
に
‘
豊
水
’
の
加
温
2
1
日
後
の
萌
芽
率
を
2
表
に
示
し
た
。
萌
芽
率
は
全
般
的
に
‘
二
十
世
紀
’
よ
り
や
や
高
く
，
ま
た
よ
り
短
い
遭
遇
時
間
で
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
‘
二
十
世
紀
’
で
は
5
℃
区
の
み
が
1
4
0
0
時
間
以
降
有
意
に
高
い
一
2
8
一
萌
芽
率
を
示
し
た
の
に
対
し
，
‘
豊
水
’
で
は
調
査
期
間
中
0
℃
，
5
℃
お
よ
び
1
0
℃
区
の
間
に
明
ら
か
な
差
は
み
ら
れ
ず
，
い
ず
れ
も
1
0
0
0
時
間
以
降
に
は
9
0
％
程
度
の
高
い
萌
芽
率
に
達
し
た
。
第
1
表
　
　
‘
二
十
世
紀
’
葉
芽
の
休
眠
打
破
に
及
ぼ
す
温
度
の
影
響
萌
芽
率
（
％
）
z
処
理
温
度
　
（
℃
）
遭
遇
時
間
（
h
r
）
0
2
0
0
4
0
0
6
0
0
8
0
0
1
2
0
0
1
4
0
0
1
6
0
0
0510
1
5
2
0
1
8
．
0
1
6
．
O
a
y
1
6
．
O
a
1
0
．
O
a
1
6
．
O
a
1
2
．
O
a
1
2
．
O
a
1
2
．
O
a
1
6
、
O
a
1
4
．
O
a
1
8
．
O
a
1
4
．
O
a
1
6
．
O
a
1
0
．
O
a
1
4
．
O
a
1
8
．
O
a
1
2
．
O
a
1
4
．
O
a
1
6
．
O
a
1
2
．
O
a
1
0
．
O
a
3
4
．
O
a
　
　
　
　
　
6
5
。
O
b
3
8
．
O
a
　
　
　
　
　
9
0
、
O
a
2
8
．
O
a
b
　
　
　
　
4
6
．
O
c
2
6
．
O
a
b
　
　
　
　
3
2
．
O
d
1
8
．
O
b
　
　
　
　
　
1
8
．
O
e
7
0
．
O
b
9
4
．
O
a
4
4
．
O
c
3
0
．
O
d
1
6
．
O
e
z
　
2
3
℃
で
加
温
し
，
2
1
日
後
に
調
査
y
　
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
，
5
％
レ
ベ
ル
で
異
符
号
闘
に
有
意
差
有
り
第
2
表
　
　
‘
豊
水
’
葉
芽
の
休
眠
打
破
に
及
ぼ
す
温
度
の
影
響
萌
芽
率
（
％
）
z
処
理
温
度
　
（
℃
）
遭
遇
時
闘
（
h
r
）
0
4
0
0
6
0
0
8
0
0
1
0
0
0
1
2
0
0
1
4
0
0
0510
1
5
2
0
2
8
．
0
2
4
．
O
a
y
2
6
．
O
a
2
4
．
O
a
2
6
．
O
a
3
0
．
O
a
3
2
．
O
a
3
0
．
O
a
2
8
．
O
a
3
4
．
O
a
3
4
．
O
a
6
4
．
O
a
6
6
．
O
a
7
0
．
O
a
4
4
．
O
b
2
8
．
O
c
9
2
．
O
a
9
4
．
O
a
8
6
．
O
a
4
2
．
O
b
3
0
．
O
c
9
4
．
O
a
1
0
0
．
O
a
9
8
．
O
a
b
5
6
．
O
b
3
8
．
O
c
9
8
．
O
a
9
6
．
O
a
9
6
．
O
a
6
2
．
O
b
4
8
．
O
c
z
　
2
3
℃
で
加
温
し
，
2
1
日
後
に
調
査
y
　
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
，
5
％
レ
ベ
ル
で
異
符
号
間
に
有
意
差
有
り
一
2
9
一
第
3
章
　
‘
二
十
世
紀
’
の
休
眠
打
破
予
測
に
有
効
な
C
h
i
l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ぶ
　
　
　
　
　
　
u
n
l
t
モ
ァ
ル
　
前
章
の
実
験
の
結
果
1
0
℃
以
下
の
気
温
を
一
律
に
休
眠
打
破
に
有
効
と
評
価
し
て
い
る
浅
野
・
奥
野
（
1
9
9
0
）
の
C
U
モ
デ
ル
は
‘
豊
水
’
に
は
よ
く
当
て
は
ま
る
が
，
‘
二
十
世
紀
’
に
は
5
℃
程
度
の
低
温
が
最
も
有
効
で
あ
り
明
ら
か
に
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
が
‘
豊
水
’
と
異
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
前
章
で
得
ら
れ
た
‘
二
十
世
紀
’
の
温
度
反
応
を
基
に
し
た
C
U
モ
デ
ル
を
作
成
し
，
5
年
間
に
渡
り
気
温
と
萌
芽
率
を
調
査
し
た
結
果
に
あ
て
は
め
て
有
用
性
を
検
証
し
た
。
材
料
お
よ
び
方
法
　
鳥
取
県
鳥
取
市
湖
山
町
鳥
取
大
学
農
学
部
圃
場
（
標
高
2
m
，
以
後
湖
山
圃
場
と
表
記
）
並
び
に
鳥
取
県
八
頭
郡
佐
治
村
津
野
の
有
本
氏
園
（
標
高
4
1
2
m
，
以
後
佐
治
圃
場
と
表
記
）
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
　
‘
二
十
世
紀
’
成
木
を
供
試
し
た
。
1
9
9
1
－
9
2
，
1
9
9
2
－
9
3
，
1
9
9
3
－
9
4
，
1
9
9
4
－
9
5
お
よ
び
1
9
9
5
－
9
6
年
の
5
シ
ー
ズ
ン
に
は
湖
山
圃
場
か
ら
，
ま
た
1
9
9
5
－
9
6
年
に
は
佐
治
圃
場
か
ら
も
発
育
枝
を
そ
れ
ぞ
れ
経
時
的
に
採
取
し
5
節
に
切
り
そ
ろ
え
た
後
，
第
1
章
の
方
法
に
よ
り
萌
芽
率
を
調
査
し
た
。
休
眠
打
破
さ
れ
た
と
推
定
し
た
採
取
日
は
萌
芽
率
が
そ
れ
以
降
有
意
に
高
ま
ら
な
く
な
っ
た
日
と
し
た
。
一
方
湖
山
圃
場
並
び
に
佐
治
圃
場
に
隣
接
し
た
佐
治
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
に
設
置
さ
れ
て
い
る
百
葉
箱
中
に
自
記
温
度
記
録
計
を
設
置
し
，
気
温
を
測
定
し
た
。
測
定
し
た
気
温
は
1
5
分
間
ご
と
に
平
均
し
第
3
表
の
よ
う
に
設
定
し
た
C
U
モ
デ
ル
（
鳥
取
モ
デ
ル
）
の
係
数
を
掛
け
，
さ
ら
に
2
4
時
間
毎
に
集
計
し
た
値
を
積
算
し
採
取
日
の
C
U
を
求
め
た
。
　
C
U
の
積
算
開
始
は
1
1
月
に
最
も
マ
イ
ナ
ス
の
C
U
が
算
出
さ
れ
た
翌
日
か
ら
（
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
ら
，
1
9
7
4
）
と
し
た
。
ま
た
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
（
1
9
7
4
）
お
よ
び
浅
野
・
奥
野
（
1
9
9
0
）
の
C
U
モ
デ
ル
（
そ
れ
ぞ
れ
ユ
タ
モ
デ
ル
お
よ
び
埼
玉
モ
デ
ル
と
表
記
）
も
併
せ
て
用
い
本
実
験
で
設
定
し
た
鳥
取
モ
デ
ル
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
第
3
表
　
C
h
i
l
l
　
u
n
i
t
の
算
出
に
用
い
た
鳥
取
モ
デ
ル
の
温
度
係
数
時
　
期
0
～
1
2
0
0
C
h
輌
1
1
　
u
n
i
t
1
2
0
0
C
h
i
l
l
　
u
n
輌
も
～
温
度
（
℃
）
温
度
係
数
温
度
（
℃
）
温
度
係
数
　
　
〈
8
．
0
8
．
1
～
1
0
．
0
1
0
．
1
～
1
2
．
0
1
2
．
1
～
1
4
．
0
1
4
．
1
～
1
6
．
0
1
6
．
1
～
1
8
．
0
1
8
．
1
～
2
0
．
0
2
0
．
1
＜
　
1
．
0
　
0
．
8
　
0
．
6
　
0
．
2
　
0
－
0
．
4
－
0
．
8
－
L
O
　
　
〈
－
4
．
0
－
3
．
9
～
－
2
．
0
－
1
．
9
～
　
0
　
0
．
1
～
　
8
．
0
　
8
．
1
～
1
0
．
0
1
0
．
1
～
1
2
．
0
1
2
．
1
～
　
1
4
．
0
1
4
．
1
～
　
1
6
．
0
1
6
．
1
～
1
8
．
0
1
8
．
1
～
　
2
0
．
0
2
0
．
1
＜
　
0
．
0
　
0
．
6
　
0
．
8
　
1
．
0
　
0
、
8
　
0
．
6
　
0
．
2
　
　
0
－
0
．
4
－
0
．
8
－
1
．
0
一
3
0
一
結
果
　
湖
山
並
び
に
佐
治
圃
場
に
お
け
る
萌
芽
率
の
推
移
を
第
2
図
に
承
し
た
。
湖
山
圃
場
の
萌
芽
率
が
低
下
し
0
％
近
く
に
な
っ
た
の
は
各
シ
ー
ズ
ン
と
も
1
1
月
中
旬
で
あ
っ
た
が
，
萌
芽
率
の
上
昇
は
1
0
日
近
い
年
次
変
動
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
1
9
9
5
－
9
6
年
に
お
け
る
佐
治
圃
場
の
萌
芽
率
の
低
下
と
上
昇
は
そ
れ
ぞ
れ
湖
山
圃
場
よ
り
1
0
日
程
度
早
か
っ
た
。
　
葉
芽
の
自
発
休
眠
が
打
破
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
た
日
並
び
に
そ
の
時
点
の
C
U
を
第
4
表
に
示
し
た
。
最
も
年
次
変
動
並
び
に
観
測
地
に
よ
る
変
動
が
少
な
か
っ
た
の
は
鳥
取
モ
デ
ル
で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
最
大
2
2
C
U
，
8
C
U
の
差
で
あ
っ
た
。
鳥
取
モ
デ
ル
に
次
い
で
年
次
変
動
並
び
に
観
測
地
に
よ
る
変
動
が
少
な
か
っ
た
の
は
埼
玉
モ
デ
ル
で
あ
り
，
ユ
タ
モ
デ
ル
は
前
2
者
と
比
較
し
て
極
め
て
大
き
な
観
測
地
に
よ
る
変
動
を
示
し
た
。
1
0
0
8
0
　
　
6
0
　邑桜
｝
4
0
撒橿　
　
2
0O
1
0
月
湖
山
　
一
一
◎
一
’
9
］
－
9
2
　
＋
’
9
2
－
9
3
　
－
一
イ
コ
｛
’
9
3
－
9
4
　
＋
℃
4
－
9
5
　
＋
，
9
5
－
9
6
佐
治
　
一
一
◎
一
　
’
9
5
－
9
6
川
月
］
2
月
1
月
第
2
図
　
湖
山
お
よ
び
佐
治
地
区
に
お
け
る
‘
二
十
世
紀
’
の
　
　
　
葉
芽
の
萌
芽
率
z
の
季
節
的
変
化
　
　
　
　
z
2
3
℃
で
加
温
し
，
2
旧
後
に
調
査
第
4
表
　
各
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
算
出
し
た
湖
山
お
よ
び
佐
治
地
区
に
お
け
る
　
　
　
眠
打
破
日
の
C
h
i
l
l
　
n
u
i
t
‘
二
十
世
紀
’
　
葉
芽
の
休
調
査
地
区
（
鳥
取
県
）
調
査
年
度
休
眠
打
破
日
休
眠
打
破
日
の
C
h
i
l
l
　
n
u
i
t
ユ
タ
モ
デ
ル
埼
玉
モ
デ
ル
鳥
取
モ
デ
ル
、
鳥
取
〒
蒼
湖
1
⊥
」
田
丁
八
頭
郡
佐
治
村
1
9
9
1
－
－
1
9
9
2
ヱ
9
9
2
－
1
9
9
3
1
9
9
3
－
1
9
9
4
1
9
9
4
－
1
9
9
5
1
9
9
5
－
1
9
9
6
1
9
9
5
－
1
9
9
6
1
9
9
2
年
1
月
2
7
日
1
9
9
3
年
1
月
ヱ
7
日
1
9
9
4
年
1
月
1
8
日
1
9
9
5
年
1
月
2
4
日
1
9
9
6
年
1
月
1
8
日
1
9
9
6
年
1
月
　
9
　
1
ヨ
1
0
5
7
1
0
2
8
1
1
4
3
1
0
4
］
1
0
2
5
6
4
9
1
4
0
7
1
4
0
8
1
4
6
4
1
4
4
6
1
4
3
3
1
4
9
3
1
4
0
7
1
3
8
6
1
4
0
8
1
3
9
9
1
3
9
7
1
4
0
5
平
　
　
均
標
準
誤
差
9
9
0
1
5
8
1
4
4
2
　
3
1
1
4
0
0
　
8
一
3
1
一
第
4
章
　
考
察
　
芽
の
休
眠
の
深
さ
は
気
温
2
1
°
～
2
4
℃
の
条
件
下
に
1
4
日
お
よ
び
2
1
日
間
お
い
た
場
合
の
萌
芽
率
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
場
合
が
多
く
，
ま
た
萌
芽
率
が
約
8
0
％
以
上
に
達
し
た
場
合
に
休
眠
打
破
に
達
し
た
と
す
る
研
究
例
が
多
い
（
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
ら
，
1
9
7
4
；
M
輌
e
l
k
e
・
D
e
n
n
i
s
，
1
9
7
8
；
S
h
a
l
t
o
u
t
・
U
n
r
a
t
h
，
1
9
8
3
）
。
そ
こ
で
本
研
究
で
も
こ
れ
ら
に
準
じ
て
芽
の
休
眠
の
深
さ
を
評
価
す
る
こ
と
と
す
る
。
本
研
究
で
は
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
休
眠
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
第
1
章
で
主
要
な
栽
培
品
種
と
血
縁
関
係
の
深
い
品
種
の
萌
芽
率
の
季
節
的
な
変
化
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
，
‘
豊
水
’
は
1
月
上
旬
（
1
0
9
0
C
U
）
と
最
も
自
発
休
眠
が
早
く
破
れ
，
こ
れ
に
次
い
で
‘
幸
水
’
と
‘
早
生
幸
蔵
’
は
1
月
中
旬
（
1
2
1
0
C
U
）
，
‘
二
十
世
紀
’
と
　
‘
太
白
’
は
1
月
下
旬
（
1
4
2
0
C
U
）
，
‘
菊
水
’
も
1
月
下
旬
（
1
5
0
0
C
U
）
に
自
発
休
眠
が
打
破
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
一
方
，
‘
新
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
は
調
査
品
種
中
最
も
萌
芽
率
の
上
昇
が
遅
く
，
休
眠
が
打
破
さ
れ
た
の
は
2
月
上
旬
（
1
6
1
0
C
U
）
と
推
測
さ
れ
た
。
従
っ
て
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
低
温
要
求
量
は
品
種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
と
い
え
る
。
ま
た
調
査
品
種
の
遺
伝
的
背
景
に
着
爵
す
る
と
，
親
子
関
係
に
あ
る
‘
早
生
幸
蔵
’
と
‘
幸
水
’
お
よ
び
‘
i
君
塚
早
生
’
と
‘
新
水
’
と
い
っ
た
品
種
同
士
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
休
眠
が
破
れ
，
‘
二
十
世
紀
’
並
び
に
‘
太
白
’
と
　
‘
菊
水
’
，
‘
菊
水
’
と
　
‘
幸
水
’
あ
る
い
は
‘
新
水
’
は
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
休
眠
打
破
の
時
期
が
異
な
る
と
い
っ
た
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。
今
後
よ
り
多
く
の
品
種
に
っ
い
て
調
査
を
行
い
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
休
眠
特
性
の
遺
伝
様
式
に
っ
い
て
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
　
浅
野
・
奥
野
（
1
9
9
0
）
は
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
ら
（
1
9
7
4
）
の
報
告
を
も
と
に
し
て
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
‘
幸
水
’
お
よ
び
‘
豊
水
’
の
C
U
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
C
U
モ
デ
ル
は
1
0
℃
以
下
の
低
温
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
芽
の
休
眠
打
破
に
同
程
度
の
効
果
を
持
っ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
実
験
で
も
‘
豊
水
’
の
温
度
反
応
は
浅
野
・
奥
野
（
1
9
9
0
）
の
結
果
と
よ
く
一
致
し
て
お
り
，
1
0
℃
以
下
の
温
度
区
で
は
，
い
ず
れ
も
1
0
0
0
時
間
後
に
は
9
0
％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し
休
眠
が
打
破
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
‘
豊
水
’
は
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
が
広
く
低
温
要
求
量
が
低
い
こ
と
か
ら
低
温
が
不
足
し
が
ち
な
地
域
で
の
栽
培
に
有
利
な
品
種
と
思
わ
れ
る
。
一
方
，
‘
二
十
世
紀
’
の
場
合
最
終
的
な
萌
芽
率
が
有
意
に
高
く
な
っ
た
温
度
区
は
5
℃
区
の
み
で
あ
り
，
こ
の
区
で
も
休
眠
が
打
破
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
1
4
0
0
時
間
後
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
全
般
的
に
‘
豊
水
’
よ
り
萌
芽
率
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
，
‘
二
十
世
紀
’
は
‘
豊
水
’
と
比
較
し
て
休
眠
が
深
く
，
か
っ
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
の
狭
い
品
種
で
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
‘
二
十
世
紀
’
の
休
眠
打
破
の
予
測
に
は
前
述
の
浅
野
・
奥
野
（
1
9
9
0
）
の
C
U
モ
デ
ル
は
適
さ
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
　
次
に
‘
二
十
世
紀
’
の
温
度
に
対
す
る
反
応
を
詳
し
く
み
る
と
，
0
℃
区
に
お
け
る
萌
芽
率
は
，
1
2
0
0
時
間
後
ま
で
は
5
℃
区
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
値
で
推
移
し
た
が
，
そ
れ
以
降
1
6
0
0
時
間
後
ま
で
は
萌
芽
率
の
上
昇
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
，
0
℃
の
温
度
は
，
‘
二
十
世
紀
’
の
深
い
自
発
休
眠
期
か
ら
休
眠
覚
醒
期
後
半
ま
で
の
休
眠
の
ス
テ
ー
ジ
の
移
行
に
関
し
て
は
5
℃
と
ほ
ぼ
同
等
の
効
果
を
持
っ
が
，
そ
れ
以
降
は
効
果
が
低
下
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
研
究
に
お
け
る
1
0
℃
区
の
萌
芽
率
は
，
8
0
0
時
間
以
降
上
昇
し
た
も
の
の
ユ
6
0
0
時
間
後
に
お
い
て
も
4
4
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
1
5
℃
区
に
お
い
て
は
1
0
℃
よ
り
萌
芽
率
の
上
昇
が
遅
く
，
ま
た
萌
芽
率
は
低
く
推
移
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
‘
二
十
世
紀
’
に
関
し
て
は
，
1
0
℃
お
よ
び
1
5
℃
の
温
度
は
葉
芽
の
休
眠
打
破
に
多
少
の
効
果
を
持
ち
，
そ
の
中
で
も
温
度
が
低
い
ほ
ど
効
果
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
，
2
0
℃
区
で
は
処
理
時
間
に
関
係
な
く
萌
芽
率
は
ほ
ぼ
～
定
で
あ
っ
た
た
め
，
2
0
℃
の
温
度
は
葉
芽
の
休
眠
打
破
に
全
く
効
果
を
持
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
‘
二
十
世
紀
’
は
休
眠
の
最
終
段
階
に
は
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
が
狭
く
な
り
，
こ
の
時
期
に
は
5
℃
前
後
の
一
3
2
一
温
度
が
低
温
要
求
を
満
た
す
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
　
第
3
章
で
は
以
上
の
点
を
考
慮
し
た
‘
二
十
世
紀
’
に
適
応
す
る
新
た
な
C
U
モ
デ
ル
（
鳥
取
モ
デ
ル
）
を
作
成
し
そ
の
有
用
性
を
検
証
し
た
。
こ
の
鳥
取
モ
デ
ル
の
特
徴
は
前
述
の
実
験
結
果
に
基
づ
き
温
度
係
数
を
2
組
作
成
し
，
C
U
が
1
2
0
0
に
達
す
る
ま
で
は
8
℃
以
下
の
温
度
を
一
律
に
高
く
評
価
し
，
そ
れ
以
降
の
低
温
積
算
に
は
0
℃
以
下
の
温
度
の
効
果
を
低
く
評
価
し
て
計
算
す
る
こ
と
で
あ
る
。
鳥
取
モ
デ
ル
を
海
抜
2
m
の
湖
山
圃
場
で
の
5
年
間
の
調
査
結
果
並
び
に
単
年
度
で
は
あ
る
が
湖
山
圃
場
よ
り
標
高
が
約
4
0
0
m
高
い
佐
治
圃
場
に
お
け
る
調
査
結
果
に
当
て
は
め
た
と
こ
ろ
，
過
去
に
添
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
休
眠
打
破
の
予
測
精
度
が
高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
一
方
，
ユ
タ
モ
デ
ル
に
第
2
章
で
の
連
続
し
た
低
温
処
理
の
結
果
を
当
て
は
め
て
み
る
と
　
‘
二
十
世
紀
’
の
低
温
要
求
量
は
1
4
0
0
C
U
と
な
る
が
，
圃
場
の
観
測
値
か
ら
算
出
さ
れ
た
値
は
大
き
く
こ
れ
を
下
回
り
，
特
に
冷
涼
な
気
候
の
佐
治
圃
場
で
は
極
め
て
低
い
値
と
な
っ
た
。
こ
の
原
因
と
し
て
ユ
タ
モ
デ
ル
は
5
℃
以
下
の
温
度
係
数
を
極
め
て
低
く
評
価
し
て
お
り
，
中
で
も
1
．
4
℃
以
下
の
温
度
は
低
温
積
算
に
無
効
と
し
て
い
る
が
，
前
述
の
よ
う
に
‘
二
十
世
紀
’
に
は
0
℃
の
温
度
も
か
な
り
有
効
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
埼
玉
モ
デ
ル
は
ユ
タ
モ
デ
ル
ほ
ど
の
測
定
地
区
に
よ
る
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
や
は
り
連
続
し
た
低
温
処
理
の
結
果
と
圃
場
の
観
測
値
か
ら
算
出
さ
れ
た
値
に
は
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
原
因
は
1
0
℃
以
下
の
温
度
全
て
に
係
数
1
を
与
え
て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
一
方
，
鳥
取
モ
デ
ル
を
用
い
た
1
4
0
0
C
U
と
い
う
計
算
結
果
は
連
続
し
た
5
℃
の
低
温
遭
遇
で
示
さ
れ
て
い
る
1
4
0
0
時
聞
と
一
致
し
て
お
り
，
‘
二
十
世
紀
’
の
休
眠
打
破
期
の
予
測
に
有
効
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
摘
要
　
1
．
‘
二
十
世
紀
’
，
‘
太
白
’
，
‘
菊
水
’
‘
君
塚
早
生
’
，
‘
新
水
’
，
‘
早
生
幸
蔵
’
，
‘
幸
水
’
，
‘
豊
水
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
を
供
試
し
，
1
L
月
上
旬
か
ら
2
月
上
旬
に
か
け
て
発
育
枝
を
採
取
し
2
3
℃
条
件
下
で
水
挿
し
し
，
葉
芽
の
萌
芽
率
を
比
較
し
た
。
　
‘
豊
水
’
は
最
も
早
く
萌
芽
率
の
上
昇
が
み
ら
れ
，
1
月
上
旬
（
1
0
9
0
C
U
）
に
は
8
0
％
程
度
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
に
次
い
で
‘
幸
水
’
お
よ
び
‘
早
生
幸
蔵
’
は
1
月
中
旬
（
1
2
1
0
C
U
）
，
‘
二
十
世
紀
’
と
‘
太
白
’
（
1
4
2
0
C
U
）
並
び
に
‘
菊
水
’
（
1
5
0
0
C
U
）
は
1
月
下
旬
，
‘
新
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
は
2
．
月
上
旬
（
1
6
1
0
C
U
）
に
そ
れ
ぞ
れ
8
0
％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し
た
。
　
2
．
‘
二
十
世
紀
’
お
よ
び
‘
豊
水
’
の
休
眠
枝
を
0
，
5
，
1
0
，
1
5
お
よ
び
2
0
℃
条
件
で
水
挿
し
し
，
2
0
0
時
間
ご
と
に
取
り
出
し
2
3
℃
条
件
で
芽
の
生
育
程
度
を
観
察
し
た
。
‘
二
十
世
紀
’
の
萌
芽
率
が
最
も
高
ま
っ
た
の
は
5
℃
区
で
あ
り
，
1
4
0
0
時
間
後
に
は
9
0
％
に
達
し
た
。
他
の
区
の
1
4
0
0
時
間
後
の
萌
芽
率
は
0
℃
；
6
5
％
，
1
0
℃
；
4
6
％
，
1
5
℃
；
3
2
％
お
よ
び
2
0
℃
；
1
8
％
で
あ
っ
た
。
‘
豊
水
’
の
萌
芽
率
は
‘
二
十
世
紀
’
よ
り
高
く
推
移
し
，
ま
た
0
℃
，
5
℃
お
よ
び
1
0
℃
区
の
間
に
明
ら
か
な
差
は
み
ら
れ
ず
，
い
ず
れ
も
1
0
0
0
時
間
以
降
に
は
9
0
％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し
た
。
以
上
の
点
よ
り
　
‘
二
十
世
紀
’
の
方
が
‘
豊
水
’
と
比
較
し
て
低
温
要
求
量
が
多
く
，
休
眠
が
深
い
こ
と
，
ま
た
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
が
狭
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
　
3
．
‘
二
十
世
紀
の
休
眠
打
破
を
予
測
す
る
新
た
な
C
U
モ
デ
ル
（
鳥
取
モ
デ
ル
）
を
作
成
し
，
鳥
取
県
下
の
湖
山
（
海
抜
2
m
）
と
佐
治
（
海
抜
4
1
2
m
）
圃
場
の
気
温
と
休
眠
の
深
さ
の
変
化
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
C
U
が
1
2
0
0
に
達
す
る
ま
で
は
8
℃
以
下
の
温
度
を
～
律
に
高
く
評
価
し
，
そ
れ
以
降
の
低
温
積
算
に
は
0
℃
以
下
の
温
度
の
効
果
を
低
く
評
価
し
て
計
算
を
行
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
鳥
取
モ
デ
ル
は
過
去
に
示
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
精
度
が
高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
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